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本会は自衛隊員の激励及び慰問､退職隊員
の就職協力等を行うと共に自衛隊の諸行事
に協力し隊員との親睦を図り､防衛思想の
普及並びに隊員の健全な育成発展に協力す
るを目的とする｡

☆わが国周辺海空域における最近の中国軍の主な活動（イメージ）

☆わが国周辺における主な兵力の状況（概数） ☆朝鮮半島における軍事力

☆日本の領空・領海・排他的経済水域

☆中台軍事力の比較

☆統合防空ミサイル防衛（迎撃部分）のイメージ図

500㎞

我が国周辺で何が起こっているのか？（Ⅷ）我が国周辺で何が起こっているのか？（Ⅷ）
（第 2 面に「最近の世界の動き」を掲載）

（令和５年 防衛白書から抜粋）
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終
戦
後
20
年
、
今
か
ら
約
60
年

前
の
昭
和
四
十
年
二
月
文
化
芸
能

人
に
よ
る
自
衛
隊
応
援
団
が
発
足

し
た
。

　

当
時
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
第
一

戦
で
活
躍
す
る
作
家
・
作
曲
家
・

俳
優
・
歌
手
・
漫
才
・
タ
レ
ン
ト

等
ば
か
り
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
冷
た
く
扱
わ
れ
た
自
衛
隊
に

と
っ
て
こ
れ
ほ
ど
心
強
い
存
在
は

な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
の
去
就
は
定
か
で
な
い

が
、
さ
て
皆
さ
ん
何
人
位
御
存
じ

か
？
数
え
て
み
て
下
さ
い
。

自
衛
隊
友
の
会
役
員
連
名

会
長川

内
康
範
（
作
家
・
作
詞
「
月

光
仮
面
」「
日
本
昔
話
」
等
）

副
会
長
　

三
船
敏
郎
（
俳
優 

世
界
の
ミ
フ

ネ
「
７
人
の
侍
」「
羅
生
門
」）

伴
淳
三
郎
（
喜
劇
俳
優
）

宝
井
馬
琴
（
講
談
師
）

コ
ロ
ン
ビ
ア
ト
ッ
プ
（
漫
才
）

理
事
長
　

ジ
ョ
ー
ジ
川
口
（
ド
ラ
マ
ー
）

監
事　

三
橋
達
也
（
俳
優
）

事
務
局
長　

南
道
郎
（
俳
優
）

理
事一

龍
齋
貞
鳳
（
講
談
師
）
相
模

太
郎（
浪
曲
）三
遊
亭
小
金
馬（
落

語
）
江
戸
屋
猫
八
（
落
語
）
古

今
亭
志
ん
朝
（
落
語
）
加
東
大

介
（
俳
優
）
小
林
桂
樹
（
俳
優
）

小
林
旭
（
俳
優・歌
手
「
渡
り
鳥
」

シ
リ
ー
ズ
「
熱
き
心
に
」）
ハ
ナ

肇
（
俳
優 

ク
レ
ー
ジ
ー
・
キ
ャ
ッ

ツ
）
滝
原
健
之
（
歌
手
）

ジ
ェ
リ
ー
藤
尾
（
俳
優
）
ダ
ニ
ー

飯
田
（
歌
手
・
作
曲
）
青
山
京

子
（
俳
優
小
林
旭
夫
人
）
渡
辺

は
ま
子
（
歌
手
「
愛
国
の
花
」）

は
か
ま
満
緒
（
放
送
作
家
）
大

和
久
守
久
（
脚
本
家
）
山
岡
荘

八
（
作
家
「
徳
川
家
康
」）
関
敬

六（
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
）谷
幹
一（
コ

メ
デ
ィ
ア
ン
）
コ
ロ
ン
ビ
ア
ラ
イ

ト
（
漫
才
）
古
関
裕
爾
（
作
曲

家「
こ
の
国
は
」「
海
を
行
く
」「
六

甲
お
ろ
し
」「
五
輪
マ
ー
チ
」「
長

崎
の
鐘
」「
あ
あ
栄
冠
は
君
に
輝

く
」）
丸
尾
長
顕
（
作
家
・
演
出

家
）
大
村
昆
（
俳
優
タ
レ
ン
ト
）

お
お
ば
比
呂
司
（
漫
画
家
）
富

永
一
朗
（
漫
画
家
）
由
利
徹
（
喜

劇
俳
優
）
三
木
の
り
平
（
喜
劇

俳
優
）
大
津
美
子
（
歌
手
こ
こ

に
幸
あ
り
）椰
子
て
ん
や（
漫
才
）

瀬
戸
わ
ん
や（
漫
才
）松
崎
薫（
俳

優
）
南
利
明
（
喜
劇
俳
優
）
大

空
ヒ
ッ
ト
（
漫
才
）
ワ
タ
ナ
ベ
正

美
（
声
帯
模
写
）
鹿
島
密
夫
（
歌

手
ダ
イ
ナ
シ
ョ
ー
）
石
川
進
（
歌

手
・
俳
優
）
坂
本
九
（
歌
手
「
上

を
向
い
て
歩
こ
う
」「
見
上
げ
て

ご
ら
ん
夜
の
星
を
」）
夢
路
い
と

し
（
漫
才
）
喜
美
こ
い
し
（
漫
才
）

藤
山
寛
美
（
松
竹
新
喜
劇
俳
優
）

柳
家
小
さ
ん
（
落
語
）
林
家
正

蔵
（
落
語
）
林
家
三
平
（
落
語
）

三
橋
美
智
也
（
歌
手
「
女
船
頭

唄
」）会　

員
（
応
援
団
）

あ
青
島
一
郎
（
俳
優
）
青
木
光
一

（
歌
手
）
芦
屋
雁
之
助
（
漫
才
）
芦

屋
小
雁
（
漫
才
）
明
智
十
三
郎
（
俳

優
）
鮎
川
浩
（
俳
優
）
天
田
俊
明

（
俳
優
）
赤
木
良
輔
（
歌
手
）
青
空

千
夜
（
漫
才
）
青
空
一
夜
（
漫
才
）

安
達
国
晴
（
俳
優
）
梓
み
ち
よ
（
歌

手
）
東
加
代
（
俳
優
）
新
井
茂
子

（
俳
優
）
淡
島
進
（
歌
手
）
井
伊
友

三
郎
（
俳
優
）
市
村
俊
幸
（
俳
優
）

井
上
孝
雄
（
俳
優
）
飯
田
久
彦
（
歌

手
）
泉
升
生
（
タ
レ
ン
ト
）
岩
崎

守
尚（
演
出
家
）池
田
駿
介（
俳
優
）

石
川
均
（
映
画
監
督
）
石
田
智
（
音

楽
）伊
東
ゆ
か
り（
歌
手
）石
橋
エ
ー

タ
ロ
ー（
俳
優
）
市
川
好
郎
（
俳
優
）

伊
藤
素
道
と
リ
ズ
ム
エ
ヤ
ー
ズ
（
音

楽
）
井
沢
八
郎
（
歌
手
）

市
川
和
子
（
俳
優
）
一
ノ
木
真
弓

（
俳
優
）
石
志
井
寛
（
俳
優
）
石
井

亀
二
郎
（
俳
優
）
犬
塚
八
郎
（
俳

優
）
一
龍
齋
貞
丈
（
講
談
師
）
磯

野
秋
雄（
俳
優
）上
野
保
夫（
俳
優
）

潮
千
砂
（
俳
優
）
桂
伸
治
（
落
語
）

江
戸
屋
猫
八（
落
語
）江
島
勉（
ア
ー

チ
ス
ト
）
大
塚
周
夫
（
俳
優
）
大

津
美
子（
歌
手
）大
内
竜
生（
俳
優
）

大
野
幸
吉
郎（
？
）大
空
ま
す
み（
漫

才
）
大
村
文
武
（
俳
優
）
折
尾
吉

郎
（
俳
優
）

か
桂
米
丸
（
落
語
）
梶
健
司
（
俳

優
）
か
し
ま
し
娘
（
漫
才
）
金
親

堅
太
郎
（
漫
画
家
）
神
戸
一
郎
（
歌

手
）
川
上
の
ぼ
る
（
俳
優
）
克
美

し
げ
る（
俳
優
）金
井
克
子（
歌
手
）

関
敬
六（
俳
優
）北
原
謙
二（
俳
優
）

北
あ
け
み（
俳
優
）金
原
亭
馬
生（
落

語
）
喜
味
こ
い
し
（
漫
才
）
南
広

（
俳
優
）
久
保
明
（
俳
優
）
工
藤
堅

太
郎
（
俳
優
）
楠
ト
シ
エ
（
歌
手
）

久
里
洋
二
（
ア
ニ
メ
作
家
）
林
家

正
楽
（
落
語
）
小
宮
恵
子
（
歌
手
）

木
村
義
雄
（
棋
士
名
人
）
古
今
亭

今
輔
（
落
語
）
小
鹿
敦
（
俳
優
）

さ
堺
俊
二
（
俳
優
）
五
月
み
ど
り

（
歌
手
）
櫻
井
美
智
夫
（
俳
優
）
猿

若
清
方
（
舞
踏
家
）
沢
村
美
司
（
浪

曲
）
堺
佐
千
夫
（
俳
優
）
沢
井
三

郎
（
俳
優
）
佐
々
十
郎
（
俳
優
）

佐
伯
徹
（
俳
優
）
坂
本
武
（
俳
優
）

佐
原
健
二（
俳
優
）櫻
井
長
一
郎（
芸

人
生
体
模
写
）
里
見
浩
太
郎
（
俳

優
）佐
野
修（
歌
手
）佐
山
俊
二（
俳

優
）
三
遊
亭
歌
奴
（
落
語
）
獅
子

て
ん
や
（
漫
才
）
清
水
ま
ど
か
（
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
）神
田
ろ
山（
講
談
師
）

須
藤
健
（
俳
優
）
ジ
ェ
リ
ー
藤
尾

（
歌
手
）
世
志
凡
太
（
作
曲
家
）
瀬

戸
わ
ん
や
（
漫
才
）
都
上
英
二
（
漫

才
）
園
田
哲
也
（
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

園
ま
り
（
歌
手
）

た
立
寵
児
（
タ
レ
ン
ト
）
高
松
秀

郎
（
俳
優
）
谷
村
正
彦
（
俳
優
）

高
橋
元
太
郎
（
俳
優
）
田
崎
潤
（
俳

優
）高
島
忠
夫（
俳
優
）玉
置
宏（
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
）
丹
波
哲
郎
（
俳
優
）

立
川
寛（
俳
優
）立
川
談
志（
落
語
）

竹
部
薫（
俳
優
）田
辺
靖
雄（
歌
手
）

宝
井
馬
琴
（
講
談
師
）
田
村
高
広

（
俳
優
）
高
杉
邦
夫
（
漫
才
）
逗
子

と
ん
ぼ
（
俳
優
）
鈴
木
や
す
し
（
歌

手
俳
優
）
茶
川
一
郎
（
俳
優
）

千
葉
信
男（
俳
優
）島
田
多
恵
子（
俳

優
）
塩
田
英
二
郎
（
漫
画
家
）
田

端
義
夫（
歌
手
）津
村
愛
子（
俳
優
）

津
川
雅
彦
（
俳
優
）
富
永
一
朗
（
漫

画
家
）
な
直
木
み
つ
男
（
俳
優
）

長
門
勇（
俳
優
）永
井
秀
明（
俳
優
）

夏
木
陽
介
（
俳
優
）
中
丸
忠
雄
（
俳

優
）
中
村
光
伸
（
俳
優
）
中
村
賀

津
雄
（
俳
優
）
中
村
竹
弥
（
俳
優
）

並
木
一
郎（
歌
手
）中
尾
ミ
エ（
歌
手
）

永
井
三
千
夫（
俳
優
）西
川
鶴
三（
俳

優
）
西
垣
六
郎
（
俳
優
）

は
橋
幸
夫（
歌
手
）旗
照
夫（
歌
手
）

服
部
哲
治
（
俳
優
）
花
村
菊
江
（
歌

手
）
林
与
一
（
俳
優
）
葉
山
葉
子

（
俳
優
）
半
田
幸
一
（
俳
優
）
坂
東

好
太
郎
（
俳
優
）
林
寛
一
（
俳
優
）

ハ
ナ
肇
（
俳
優
）
バ
ッ
キ
ー
白
片

と
ア
ロ
ハ
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
（
歌
手
）

晴
乃
ピ
ー
チ
ク
（
漫
才
）
晴
乃
パ
ー

チ
ク
（
漫
才
）
左
と
ん
平
（
俳
優
）

人
見
明
（
俳
優
）
人
見
き
よ
し
（
俳

優
）平
田
昭
彦（
俳
優
）船
戸
順（
俳

優
）
富
士
真
奈
美
（
俳
優
）
藤
木

悠
（
俳
優
）
藤
山
一
郎
（
歌
手
「
長

崎
の
鐘
」）
舟
橋
元
（
俳
優
）
福
本

勇（
俳
優
）フ
ォ
ー
コ
イ
ン
ズ（
歌
手
）

藤
田
進（
俳
優
）藤
村
有
弘（
俳
優
）

堀
雄
二
（
俳
優
）
星
野
み
よ
こ
（
歌

手
）
ま
松
村
達
雄
（
俳
優
）
松
島

ア
キ
ラ（
俳
優
）増
田
多
夢（
俳
優
）

松
美
は
じ
め
（
俳
優
）
松
田
竹
夫

（
？
）
三
砂
直
照
（
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
）

三
井
弘
次（
俳
優
）水
島
道
太
郎（
俳

優
）
ミ
ッ
キ
ー
カ
ー
チ
ス
（
歌
手
）

美
川
陽
一
郎
（
俳
優
）
南
利
明
（
俳

優
）
村
田
英
雄
（
歌
手
）
守
屋
浩

（
歌
手
）
森
光
子
（
俳
優
）
森
山
か

よ
子
（
歌
手
）

や
安
井
昌
二
（
俳
優
）
安
川
勝
也

（
？
）
矢
代
由
美
（
俳
優
）
柳
沢
真

一
（
歌
手
）
柳
沢
よ
し
た
ね
（
タ

レ
ン
ト
）
柳
原
良
平
（
漫
画
家
）

柳
家
三
亀
松
（
落
語
）
安
田
伸
（
コ

メ
デ
ィ
ア
ン
）
山
内
賢
（
俳
優
）

山
中
紘
（
俳
優
）
山
本
瞬
一（
俳
優
）

由
利
徹
（
俳
優
）

ら
リ
ー
ガ
ル
千
太
（
漫
才
）
リ
ー

ガ
ル
天
才
（
漫
才
）
リ
ー
ガ
ル
秀

才
（
漫
才
）

わ
若
原
一
郎（
歌
手
）若
林
映
子（
俳

優
）
若
山
昌
子
（
シ
ョ
ー
ガ
ー
ル
）

最近の世界の動き（2022〜2023年9月）
日本 ロシア・ウクライナ 中国・北朝鮮 西欧・東南アジア

2022

7.8	 安部元首相凶弾に倒れる
9.27	 安倍元首相国葬
11.17	日中首脳会談
12.16	国家安全保障戦略など3文書決定
　　 （反撃能力 GDP比2%防衛力強化）

2.24	 露ウクライナに侵攻
3.23	 ゼ大統領（ウ）国会演説
10.10	クリミア大橋爆発
10.12	露、ウ４州併合
11.9	 露へルソン撤退命令
11.16	ポーランドにミサイル着弾
12.21	ゼレンスキー訪米

1.5〜30 北相次ぎミサイル発射
2.4〜20 北京冬季オリンピック
3.4〜13 冬季北京パラ五輪
3.24	 北ICBM「火星17」発射
8.4〜8 中国台湾包囲軍事演習
10	 �中国共産党大会台湾問題
	 �「武力行使の放棄を約束せず」
12.31	北短距離弾道ミサイル発射

5.18	 �フィンランドスウェーデン
	 �NATO加盟申請
6.26	 �G7サミット（ドイツ）
6.29	 �NATO首脳会議（首相出席）
7.28	 �米中首脳会談
7.31	 米ザワヒリ殺害
8.26	 NPT会議露反対で決裂
9.8	 エリザベス英女王逝去

2023

2.11	 日米2プラス2
4.6	 陸自ヘリ全員死亡
4.15	 岸田首相に爆発物
4.20	 スーダン邦人空自支援
5.8	 新型コロナ「5類」移行
5.19	 G7サミット広島開催
5.21	 岸田・ゼレンスキー会談
6.14	 陸自射撃訓練中銃撃
6.16	 防衛財源法成立
7.3〜7 沖縄県知事等訪中
7.10〜16 九州秋田で集中豪雨
8.18	 日米韓首脳会談（米）
9.4	 辺野古法廷闘争に判決（沖縄）
9.13	 第2次岸田内閣第2次改造内閣発足

1.25	 独米がウに戦車供与
2.21	 露新戦略兵器削減条約履行停止
3.21	 岸田首相キーウ訪問
3.21	 中露首脳会談
3.25	 露ベラルーシに核配備
6.6	 露占拠のダム決壊
6.8	 ウ軍大規模反攻に着手
6.23	「ワグネル」反乱？
7.12	 G7ウクライナ加盟再確認
7.17	 �クリミア大橋一部損傷
	 �露「穀物合意」の停止を通告
8.20	 蘭国、丁抹国、F16 供与
8.23	 ブリゴジン氏死亡（暗殺）

2.18	 北「火星18」（固体燃料）発射
3.10	 習政権3期目発足
3.12	 北「火星18」発射
5.31	 北軍事偵察衛星打ち上げ失敗
7.12	 �北ICBM「火星18」か最長74分飛行	
（固体燃料の新型ICBM）

7	 中国「国家反スパイ法」施行
7.25	 中国秦剛外相を解任
7.27	 朝鮮戦争休戦70周年軍事パレード
8.24	 北軍事偵察衛星打ち上げ失敗
※�北7月迄に計11回（計15発）弾道ミサイル
発射
9.13	 金正恩訪露 プーチンと会談

2.10〜12 米領空に中国偵察気球
4.4	 芬蘭国NATO加盟
6.22	 米印首脳会談対中で協力
7.10	 瑞典国NATO加盟
7.11〜12 リトアNATO首脳会談
7.16	 TPP英国の加入を承認
8.5〜6 ウクライナ和平会合（サウジ）
8.22〜24 南アでBRICS首脳会議
（6か国増へ）
9.5〜７ASEAN首脳会議（インドネシア）
9.6 ASEANプラス３（日中韓）
9.9〜10 G20サミット（インド）
9.18〜22 第78回国連総会2023

文
化
芸
能
人
に
よ
る

幻
の「
自
衛
隊
友
の
会
」

�

自
衛
隊
に
対
す
る
熱
き
心
！

「
自
衛
隊
友
の
会
」趣
意
書

　

私
達
日
本
の
国
民
と
し
て
祖
国

の
平
和
と
安
泰
、
同
胞
・
子
孫
の

繁
栄
を
願
わ
ぬ
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
こ
に
わ
が
国
の
平
和
と
独

立
を
守
る
任
務
に
服
す
る
陸
海
空

自
衛
隊
は
発
足
以
来
す
で
に
5
年

を
迎
え
、
着
々
と
実
力
を
養
成
し
、

黙
々
と
し
て
国
土
防
衛
の
大
任
を

旗
う
と
と
も
に
、
度
重
な
る
災
害

出
動
、
及
び
遭
難
救
助
等
の
献
身

的
な
活
動
は
全
国
民
の
等
し
く
認

め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

又
昨
年
秋
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
お
い
て
は
陸
海
空
自
衛
隊
の

協
力
な
る
支
援
に
よ
り
絶
大
な
る

成
果
を
上
げ
え
た
こ
と
は
、
ま
た

耳
新
し
い
事
実
で
あ
り
ま
す
。

　

翻
っ
て
世
界
こ
の
緊
迫
し
た
状

況
に
あ
っ
て
の
情
勢
は
今
日
な
お

多
難
を
極
め
、
東
南
ア
ジ
ア
等
で

た
え
ざ
る
戦
火
が
続
き
、
東
西
の

話
し
合
い
の
ム
ー
ド
の
中
に
も
過

酷
な
る
戦
闘
が
展
開
さ
れ
て
い
る

状
況
で
あ
り
ま
す
。
か
か
る
情
勢

に
お
い
て
我
が
国
に
今
後
い
か
な

る
急
変
自
体
も
怒
ら
な
い
と
断
言

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
緊
迫
し
た
情
勢
に
あ
っ
て

私
た
ち
の
美
し
い
国
日
本
を
育
て

上
げ
、
そ
し
て
次
の
世
代
に
伝
え

て
ゆ
く
責
任
は
誠
に
重
大
な
る
も

の
が
あ
り
、
こ
の
責
任
は
自
衛
隊

の
み
の
任
務
で
は
な
く
、
当
然
私

共
全
国
民
が
等
し
く
背
負
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
処
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
る
に
極
く
一
部
に
、
自
衛

隊
の
実
態
を
理
解
せ
ず
、
そ
の
存

在
を
無
視
す
る
者
さ
え
あ
る
こ
と

は
、
誠
に
遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
お
い
て
、
文
化
・
芸
能
に

携
わ
る
私
達
が
先
達
と
な
り
、
全

国
民
と
と
も
に
融
和
親
睦
を
は
か

り
、
自
衛
隊
に
な
お一層
の
理
解
を

深
め
、
全
自
衛
官
諸
氏
の
精
神
的

支
援
は
も
と
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
行

事
活
動
に
積
極
的
な
協
力
を
惜
し

ま
ず
、
そ
の
健
全
な
発
展
に
寄
与

し
、
憂
い
な
き
防
衛
態
勢
を
築
き
、

世
界
平
和
に
貢
献
で
き
れ
ば
、
こ

れ
に
過
る
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

何
卒
、
右
の
趣
旨
を
御
諒
承
の

上
御
賛
同
を
賜
り
た
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

�

自
衛
隊
友
の
会
会
長  

川
内
康
範
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名
古
屋
で
学
ば
れ
て
い
る
三
商

株
式
会
社
社
長
の
伊
藤
満み

つ
る琉
氏
か

ら
「
こ
こ
に
今
か
ら
九
百
年
以

上
も
前
（
平
安
時
代
末
期
）
に

書
か
れ
た
日
本
独
自
の
兵
法
書

“
闘と

う
せ
ん
き
ょ
う

戦
経
”
と
い
う
書
物
が
あ
る

の
で
、
こ
の
解
説
を
勉
強
の
題
材

に
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
要
請
で

一
冊
の
本
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

著
者
は
、
朝
廷
の
書
物
の
管

理
役
で
あ
っ
た
大
江
家
三
十
五

代
当
主
の
大お

お
え
の江
匡ま

さ
ふ
さ房
（
一
〇
四
一

～
一
一
一
一
）
で
、
平
安
時
代

末
期
に
書
か
れ
た
日
本
独
自
で

あ
り
最
古
の
兵
法
書
で
す
。
大

江
家
は
武ぶ

き
ょ
う経
七し

ち
し
ょ書
（
孫そ

ん
し子
・

呉ご

し子
・
尉う

つ
り
ょ
う
し

燎
子
・
六り

く
と
う韜
・
三さ

ん
り
ゃ
く略
・

司し
ば
ほ
う

馬
法
・
李り

え
い
こ
う
も
ん
た
い

衛
公
問
対
）
等
、
中

国
の
兵
書
も
管
理
し
て
い
る
兵
法

の
大
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
も
そ
う
で
す
が
、
当
時
も

「
孫
子
」
が
広
く
世
に
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
大
江
匡
房
は
孫
子

の
説
く
勝
利
三
原
則
（
廟
算
・
敵

に
乗
ず
る
・
兵
は
詭き

道ど
う

な
り
）
の

中
の
三
つ
目
の
項
「
兵
は
詭き

道ど
う

な

り
」
つ
ま
り
「
戦
い
の
基
本
は

詭
道
（
敵
を
欺
く
こ
と
）
に
あ

る
」
と
い
う
こ
の
一
節
は
、
ど
う

も
日
本
人
の
ス
タ
イ
ル
で
は
な
い

と
考
え
た
の
で
す
。「
戦
い
と
い

う
の
は
た
だ
勝
て
ば
い
い
の
で
は

な
い
。
ズ
ル
を
し
て
勝
つ
の
で
は

な
く
正
々
堂
々
と
戦
う
べ
き
で
あ

る
」と
中
国
の
考
え
方
で
は
な
く
、

「
日
本
人
独
自
の
戦
う
ス
タ
イ
ル
」

を
宣
言
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
ま

と
め
た
書
物
が
、“
闘と

う
せ
ん
き
ょ
う

戦
経
”
な

の
で
す
。

　

そ
う
し
た
思
い
を
匡
房
は
“
闘

戦
経
”
を
入
れ
た
箱
に
金
文
字
で

書
い
て
い
ま
す
。「
闘
戦
経
は
孫

子
と
表
裏
す
。
孫
子
は
詭
道
を
説

く
も
闘
戦
経
は
真
鋭
を
説
く
。
こ

れ
日
本
の
国
風
な
り
」

　

私
自
身
こ
の
書
を
読
み
進
む
内

に
、
平
安
時
代
の
終
わ
り
に
こ
れ

ほ
ど
精
神
性
の
高
い
戦
い
の
書

物
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
、
そ

し
て
九
百
年
以
上
の
時
を
超
え
た

現い

ま在
、
そ
れ
を
読
め
る
と
い
う
こ

と
に
感
動
し
ま
し
た
。

▼
武
の
精
神

　

平
安
時
代
後
期
、
天
皇
、
そ
し

て
そ
の
縁
者
や
貴
族
に
仕
え
、
彼

ら
を
護
る
（
さ
ぶ
ら
う
）
こ
と
を

生な
り
わ
い業
に
し
た
事
か
ら
生
ま
れ
た

「
侍
（
サ
ム
ラ
イ
）
＝
武
士
」
は
、

自
分
達
の
素
行
に
悪
い
印
象
が
定

着
す
る
と
、
雇
い
主
で
あ
る
貴
族

と
の
関
係
が
悪
化
し
、
安
住
の
地

を
得
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
平
た
く
言
え
ば
「
人

殺
し
」
が
主
な
職
務
内
容
で
あ
る

故
に
、真
っ
当
な
生
き
方
を
選
び
、

正
々
堂
々
と
し
た
生
き
様
の
「
武

士
道
」
の
土
台
を
形
作
っ
て
ゆ
き

ま
し
た
。
こ
の
当
時
、「
武
」
と

い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
て
そ
れ

を
順
序
立
て
て
整
理
し
、
し
か
も

武
士
達
、
一
人
ひ
と
り
の
心
構
え

と
し
て
執
筆
す
る
と
い
う
の
は
、

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
が
背
景
に

あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

従
っ
て
、
こ
の
“
闘
戦
経
”
を

読
み
進
む
と
、
そ
ん
な
考
え
を
一

章
ご
と
に
気
合
い
を
込
め
て
書
い

た
こ
と
が
、
今
も
ビ
シ
ビ
シ
と
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
自
体
は
決
し

て
長
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
だ
け
に
自
分
の
体
験
に

引
き
よ
せ
て
読
む
こ
と
が
出
来
る

の
で
す
。
そ
こ
に
は
、
私
た
ち
が

人
生
を
歩
む
上
で
、
あ
る
い
は
ビ

ジ
ネ
ス
の
場
で
も
十
分
に
通
用
す

る
日
本
人
と
し
て
の
心
構
え
が
明

記
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
“
闘
戦
経
”
を
読
ん
で
感
動

す
る
の
は
、“
武
の
精
神
”
が
約

九
百
年
に
わ
た
っ
て
、
今
も
私
た

ち
の
精
神
の
根
底
に
あ
り
続
け
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

平
安
時
代
、
武
士
が
誕
生
し
た

当
初
か
ら
、
江
戸
時
代
、
そ
し
て

明
治
以
降
の
人
達
に
も
“
武
の
精

神
”
は
、
十
分
に
残
っ
て
い
ま
し

た
。
私
も
明
治
生
ま
れ
の
方
々
、

そ
し
て
、
自
衛
隊
関
係
者
の
方
々

を
大
勢
懇
意
に
し
て
貰
っ
て
い
ま

す
が
、ま
さ
に
、皆
さ
ん「
武
の
人
」

で
す
。
戦
後
の
復
興
、
そ
し
て
高

度
成
長
を
支
え
た
日
本
の
賢
者
も

又 

“
武
の
精
神
”
を
も
っ
て
国
内

だ
け
で
は
な
く
、
世
界
の
企
業
と

渡
り
合
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

現
代
、
人
々
は
随
分
と
柔
ら
か
く

な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
表
面
に
出
て
こ
な
く

と
も
、
日
本
人
の
心
の
奥
底
に
は

ま
だ
“
武
の
精
神
”
は
残
っ
て
い

る
と
堅
く
信
じ
て
い
ま
す
。
そ
の

証
拠
に
、“
闘
戦
経
”
を
読
む
と

一
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
が
心
に
重

く
、
熱
く
響
い
て
き
ま
す
。
そ
ん

な
役
割
を
果
た
す
“
闘
戦
経
”
で

あ
る
故
に
、
多
様
化
し
た
現
代
社

会
の
中
で
必
勝
の
念
願
を
抱
い
て

戦
っ
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン

に
と
っ
て
は
、
必
読
の
書
で
あ
る

と
私
は
考
え
る
の
で
す
。
そ
し
て

自
分
の
中
に
あ
る
日
本
人
と
し
て

の
「
武
の
萌ほ

う
が芽
」
を
確
信
す
る
よ

う
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
う
の
で

す
。

　
「
心
に
武
を
秘
め
て
い
る
か
」

…
…
。こ
の
大
命
題
を
、“
闘
戦
経
”

は
一
章
ご
と
に
問
い
か
け
て
く
る

こ
と
を
感
じ
る
で
し
ょ
う
。

▼「
武
」は
天
地
の
始
め
か
ら
あ
る

　

～
私
た
ち
日
本
人
の
「
武
」
と

い
う
も
の
は
、
天
地
の
始
め
か
ら

あ
る
。
そ
の
「
武
」
の
力
に
よ
っ

て
天
と
地
が
分
か
れ
た
の
だ
。
～

と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
る
こ
の

“
闘
戦
経
”
は
、
我
々
人
間
の
精

神
の
存
続
、“
日
本
”
と
い
う
国

家
の
在
り
方
、
そ
し
て
、
天
地
の

道
理
に
至
る
ま
で
、“
法
（
大
宇

宙
の
摂
理
）
と
我
の
関
係
”
が
明

瞭
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
は
「
私
た
ち
日
本
人
の

“
武
”
の
道
は
す
べ
て
の
根
源
で

あ
り
、
色
々
な
考
え
方
の
大
本
に

な
る
も
の
で
あ
る
」
と
喝
破
し
て

い
ま
す
。

　
「
武
」
と
い
う
文
字
は
「
矛ほ

こ

」

を
「
止
め
る
」
と
い
う
言
葉
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
「
矛ほ

こ

を

収お
さ

め
る
」
と
い
う
意
味
を
含
ん
で

い
る
の
で
す
。つ
ま
り
、「
武
の
力
」

は
混
沌
と
し
た
も
の
（
カ
オ
ス
）

に
秩
序
を
与
え
、「
文ぶ

ん

」
と
い
う

美
し
い
も
の
に
作
り
替
え
て
い
く

こ
と
を
著
し
て
い
る
の
で
す
。

　

キ
リ
ス
ト
教
の
“
聖
書
”、
ま

た
日
本
の
原
点
を
示
し
た
“
古
事

記
”
の
冒
頭
の
部
分
で
も
「
世
界

の
は
じ
め
は
混
沌
と
し
て
い
る

が
、
や
が
て
“
天
と
地
”
に
分
か

れ
て
秩
序
が
生
ま
れ
て
く
る
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
世
界
の
多
く

の
神
話
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
混

沌
か
ら
整
合
へ
と
示
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
に
“
何
ら
か
の
力
”
が

加
わ
っ
て
“
秩
序
”
が
生
ま
れ
る
。

秩
序
が
な
い
と
文
明
や
文
化
が
生

ま
れ
て
も
、
決
し
て
発
達
し
ま
せ

ん
。

　

そ
の
秩
序
を
生
み
出
す
根
源
の

力
が
「
武
」
の
力
で
あ
る
故
、「
武
」

は
破
壊
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ

れ
に
よ
っ
て
何
か
を
産
み
出
し
、

平
和
を
保
つ
（
＝
文
）、
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

昨
年
策
定
し
た
「
安
保
３
文

書
」
と
防
衛
費
を
「
G
D
P
の

２
％
」
に
す
る
決
定
は
わ
が
國

防
衛
政
策
の
大
転
換
と
い
う
べ

き
快
挙
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
完
成
が
５
年

後
で
あ
り
、
わ
が
国
周
辺
の
国

際
軍
事
情
勢
は
有
事
を
５
年
間

も
待
っ
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
。

　

従
っ
て
、
緩
慢
な
対
応
で
は

な
く
早
急
な
抑
止
力
の
増
強
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
。
予
算
も

要
ら
ず
、
そ
の
気
に
な
り
さ
え

す
れ
ば
時
間
も
余
り
掛
ら
ず
に

得
ら
れ
る
緊
急
な
抑
止
力
は
、

憲
法
を
改
正
し
て
自
衛
隊
を
国
軍

に
昇
格
さ
せ
る
こ
と
に
尽
き
る
。

抑
止
力
と
し
て
何
に
も
優
る
「
国

家
決
意
」
の
表
明
で
あ
る
。 

●�

今
の
ま
ま
で
は
自
衛
隊
は
戦

力
発
揮
で
き
な
い
。

　

自
衛
隊
の
任
務
は
列
国
の
軍

隊
の
任
務
と
同
じ
で
あ
る
。
日

夜
訓
練
を
重
ね
て
精
強
な
戦
力

を
維
持
し
、
発
揮
す
る
こ
と
を

求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
な
の

に
、
憲
法
で
は
「
陸
海
空
軍
そ

の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持

し
な
い
」
旨
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
矛
盾
が
一
丁
目
一
番

地
で
あ
る
。
強
く
な
っ
て
戦
力

に
な
る
と
憲
法
違
反
に
な
る
と

い
う
こ
と
だ
。

　

こ
の
矛
盾
に
す
べ
て
の
自
衛

官
が
気
付
い
て
何
と
か
し
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
る
が
、
公
務

員
の
憲
法
厳
守
義
務
が
あ
る
の

で
現
役
の
時
に
は
憲
法
改
正
の

声
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

そ
し
て
O
B
に
な
っ
て
主
張
し

て
も
聞
く
耳
を
持
っ
て
く
れ
る

人
は
少
な
い
。

●
警
察
と
軍
隊
の
違
い

　

自
衛
隊
は
警
察
予
備
隊
と
し

て
発
足
し
た
経
緯
か
ら
軍
隊
の

任
務
を
担
い
な
が
ら
警
察
的
な

制
約
を
多
く
抱
え
て
い
る
。

　

先
ず
任
務
上
、
警
察
は
法
の
番

人
だ
か
ら
す
べ
て
の
行
動
を
法
律

が
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
を
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
・
リ
ス
ト
方
式
と
い
う
。

　

一
方
軍
隊
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・

リ
ス
ト
方
式
と
い
っ
て
国
際
法

規
上
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
以

外
は
、
一
つ
一
つ
法
律
に
基
づ

く
任
務
を
与
え
ら
れ
な
く
て
も

軍
事
行
動
を
出
来
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
な
の
に
自
衛
隊
は
警
察

同
様
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
リ
ス
ト

方
式
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。

　

又
自
衛
隊
は
平
時
に
は
、「
警

職
法
準
用
」
と
い
う
規
制
が
多
く

課
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
正
当

防
衛
と
緊
急
避
難
以
外
は
武
器
を

使
用
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
縛

り
だ
。
だ
か
ら
航
空
自
衛
隊
の
緊

急
発
進
で
は
領
空
侵
犯
機
が
領
空

を
犯
し
て
も
武
器
使
用
が
出
来

ず
、
敵
に
撃
た
れ
る
ま
で
は
射
撃

を
開
始
で
き
な
い
。
武
器
使
用
も

「
警
察
比
例
の
方
式
」
で
制
約
さ

れ
て
い
る
。

　

警
察
は
対
象
が
国
民
な
の
で
、

武
器
使
用
に
あ
た
っ
て
は
相
手
の

暴
力
に
比
例
す
る
程
度
の
武
器
使

用
を
す
る
よ
う
規
制
し
て
い
る
。

　

一
方
、
軍
隊
は
敵
が
対
象
だ

か
ら
「
牛
刀
を
も
っ
て
鶏
肉
を

裂
く
」
よ
う
な
圧
倒
殲
滅
で
き

る
武
器
使
用
が
必
要
に
も
拘
わ

ら
ず
、
必
要
最
小
限
度
に
抑
え

ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
至
る
所
で
必
要

最
小
限
度
の
縛
り
が
掛
か
っ
て

い
る
が
、
軍
隊
に
は
必
要
最
小

限
度
で
は
立
ち
行
か
な
い
行
動

が
多
い
。
更
に
軍
隊
で
は
建
前

の
せ
い
で
列
国
の
よ
う
に
大
使

館
に
駐
在
武
官
を
置
け
ず
に
、

自
衛
官
が
外
務
省
に
出
向
と
い

う
形
で
、
所
謂
「
武
官
」
を
大

使
館
に
置
い
て
い
る
。

●
自
衛
隊
の
呼
称
と
士
気

　

ま
た
残
念
な
の
は
軍
隊
固
有

の
名
称
が
使
え
ず
、
歩
兵
が
普

通
科
、
工
兵
が
施
設
科
、
砲
兵

が
特
科
と
い
う
わ
か
り
難
い
名

称
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
だ
。

階
級
の
名
称
も
大
佐
、
大
尉
等

使
え
ず
に
１
佐
、
１
尉
と
わ
か

り
難
い
呼
び
名
に
し
て
あ
る
。

す
な
わ
ち
憲
法
の
制
約
で
「
軍
」

と
「
兵
」
は
使
用
禁
止
な
の
だ
。

ま
た
自
衛
隊
と
い
う
呼
称
は
外

国
軍
人
に
し
て
み
れ
ば
、「
国
土

国
民
を
守
る
組
織
で
は
な
く
自

ら
の
組
織
す
な
わ
ち
自
衛
隊
を

守
る
の
が
自
衛
隊
か
」
と
揶
揄

し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

今
後
、
欧
米
や
ア
ジ
ア
で
軍

事
的
か
つ
国
際
的
な
結
束
が
必

要
と
な
り
、
共
同
訓
練
や
共
同

作
戦
が
頻
発
す
る
こ
と
は
確
実

だ
ろ
う
。
そ
の
際
に
周
り
が
す

べ
て
軍
隊
な
の
に
自
衛
隊
だ
け

が
国
軍
で
な
く
警
察
モ
ド
キ
の

組
織
で
あ
っ
て
は
行
動
上
支
障

が
多
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

一
方
、
自
衛
隊
の
士
気
の
面

で
も
、
国
軍
へ
の
昇
格
は
大
い

に
士
気
を
高
め
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
挙
げ
て
い
け
ば

き
り
が
な
い
ほ
ど
の
不
都
合
な
事

象
が
現
憲
法
下
で
起
き
て
い
る
の

だ
。
一
日
も
早
く
憲
法
を
改
正
し

て
、自
衛
隊
を
国
軍
に
昇
格
さ
せ
、

そ
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ

る
の
が
費
用
対
効
果
か
ら
言
っ
て

も
必
要
と
思
う
。

　

普
通
の
国
家
は
ど
ん
な
小
さ
な

国
で
も
軍
隊
を
保
持
し
て
い
る
。

　

G
７
の
一
大
国
で
あ
る
日
本

が
自
衛
隊
は
保
有
し
て
い
る
け

ど
軍
隊
を
保
有
し
て
い
な
い
の

は
と
て
も
異
常
な
こ
と
な
の
だ
。

　

わ
が
国
で
は
「
平
和
教
」
信

者
が
多
い
が
、「
平
和
、
平
和
」

と
唱
え
て
い
れ
ば
、
何
の
行
動

を
し
な
く
て
も
平
和
が
達
成
で

き
る
と
い
う
時
代
は
も
う
過
ぎ

去
っ
た
の
だ
。�

（
次
号
に
続
く
）

　

こ
の
文
章
は
一
般
社
団
法
人　

「
日
本
安
全
保
障
・
危
機
管
理
学

会
」
機
関
誌
令
和
５
年
夏
号
に
掲

載
さ
れ
た
中
尾
時
久
氏
の
投
稿
記

事
「
当
面
の
抑
止
力
は
憲
法
改
正

で
」
の
中
か
ら
本
人
の
許
可
を
得

て
一
部
抜
粋
し
た
文
章
で
あ
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
３
５
年
３
月
生
ま
れ
。
群
馬
県

出
身
。
防
衛
大
学
校
１
期
生
。
陸
幕

装
備
部
長
、
第
６
師
団
長
、
陸
上
幕

僚
副
長
、
中
部
方
面
総
監
を
歴
任
。

１
９
９
１
年
退
官
。

特
別
寄
稿 

「
当
面
の
抑
止
力
は
憲
法
改
正
で
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
六
代
中
部
方
面
総
監

元
陸
将 

中な
か

尾お 

時と
き
ひ
さ久

連
載
エ
ッ
セ
イ

夕
暮
れ
の
街 

そ
の
�

新
渡
戸
稲
造
・
武
士
道
�　
　

M
&
U
ス
ク
ー
ル
学
長　
梅う
め　
谷た
に　
忠た
だ　
洋ひ
ろ

（
フ
ル
ー
ト
奏
者
・「
お
も
い
で
酒
」
作
曲
家
）
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〇�

今
年
の
夏
は
九
州
福
岡
大
分
佐
賀

県
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
大
雨
被

害
に
続
き
、
秋
田
県
で
も
豪
雨
に

見
舞
わ
れ
、
記
録
的
猛
暑
が
日
本

列
島
を
覆
い
、
さ
ら
に
世
界
中
を

席
巻
す
る
異
常
気
象
の
影
響
で
世

界
の
食
糧
や
石
油
資
源
等
の
枯
渇

も
予
測
さ
れ
ま
す
。

〇�

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
ず
自
己
防
衛
に
徹
す
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
国
を
守
る
中
心
的

役
割
を
果
た
す
自
衛
隊
に
対
す
る

応
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇�「
ま
も
り
」２
２
３
号
新
着
任
幹
部

紹
介
の
欄
末
尾「
※
栁 

前
大
阪
地

方
協
力
本
部
長
は
勇
退
」と
あ
り
ま

す
が「
統
合
幕
僚
監
部
主
席
後
方
補

給
官
へ
」の
誤
り
で
し
た
。
心
か
ら

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
大
阪
防
衛
協
会
事
務
局

　

〒
５
４
１
︲
０
０
４
１

　

大
阪
市
中
央
区
北
浜
三

−

五

−一
九

　
　

淀
屋
橋
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ル
701
号

　

TEL・℻
０
６
ー
６
２
０
２
ー
８
２
８
４

行
事
メ
モ

�

（
令
和
５
年
10
月
～
12
月
）

□
第
３
師
団
追
悼
式
（
千
僧
）

�

９
月
30
日
㈯

□�

中
部
方
面
隊
創
隊
記
念
日

　
（
伊
丹
）�

10
月
８
日
㈰

☆
空
自
部
内
課
程
卒
業
式
（
奈
良
）

�

10
月
13
日
㈮

○�

全
国
防
衛
協
会
女
性
研
修
会

　
（
高
知
）�

10
月
26
日
㈭

☆
空
自
浜
松
基
地
祭�

10
月
29
日
㈰

□
桂
駐
屯
地
創
立
記
念
日

�

10
月
29
日
㈰

□
八
尾
駐
屯
地
創
立
記
念
日

�

10
月
29
日
㈰

□�

明
野
駐
屯
地
創
立
記
念
日

　
（
三
重
）�

11
月
４
日
㈯

〇�

関
西
安
全
保
障
セ
ミ
ナ
ー

　
（
京
都
）�

⓫
月
６
日
㈪
※

☆
空
自
岐
阜
基
地
祭�

11
月
12
日
㈰

○
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
（
東
京
）

�

11
月
17
日
～
18
日
㈯

□�

福
知
山
駐
屯
地
創
立
記
念
日

　
（
兵
庫
）�

11
月
19
日
㈰

□
宇
治
駐
屯
地
創
立
記
念
日

�

11
月
25
日
㈯

〇�
女
性
会
員
に
よ
る
女
性
自
衛
官

激
励�

12
月
１
日
㈮

▽�

海
自
阪
神
基
地
隊
開
隊
記
念
日

（
神
戸
）�

12
月
２
日
㈯

□
姫
路
駐
屯
地
創
立
記
念
日

�
12
月
３
日
㈰

☆�

空
自
（
防
大
・
一
般
）
課
程
卒

業
（
奈
良
）�
12
月
19
日
㈫

�

〇
共
通
□
陸
自
▽
海
自
☆
空
自

　

Ｇ
Ｗ
明
け

に
香
港
の
女

友
か
ら
、
バ
ー

ス
デ
ー
カ
ー
ド
が
届
い
た
。
今
年
は

私
の
誕
生
日
か
ら
４
日
し
か
遅
れ
て

い
な
い
。
し
か
も
遅
れ
の
原
因
は
、

日
本
郵
便
か
も
。

　

75
年
に
台
北
で
知
り
合
い
、
半
世
紀

近
く
お
互
い
の
誕
生
日
に
カ
ー
ド
を
贈

り
合
っ
て
い
る
。
な
の
に
、一
昨
年
は
、

１
ヵ
月
遅
れ
て
届
き
、
驚
い
た
。
昨
年

は
２
ヵ
月
遅
れ
て
届
き
怖
く
な
っ
た
。

　

単
な
る
誕
生
祝
い
カ
ー
ド
な
の
に
、

封
筒
に
は
香
港
税
関
申
告
書
付
き
。

検
閲
待
ち
長
期
保
管
さ
れ
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
？

　

今
年
も
仰
々
し
い
申
告
書
が
貼
っ

て
あ
っ
た
が
、検
閲
に
回
さ
れ
な
か
っ

た
と
推
定
す
る
。

な
の
で
、
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
！　

　

今
回
の
カ
ー
ド
に
は
、
中
国
が
今

年
中
に
ア
ジ
ア
で
戦
争
を
始
め
る
か

も
と
、
ヘ
タ
な
英
語
で
記
さ
れ
て
い

た
の
だ
。
ス
パ
イ
は
、
こ
ん
な
方
法

で
情
報
を
送
る
ま
い
が
、
彼
女
を
国

家
反
逆
罪
に
問
う
こ
と
は
で
き
る
だ

ろ
う
。
そ
し
て
受
け
取
っ
た
私
も
、

今
後
は
中
国
に
入
れ
ば
拘
束
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。（
こ
の
拙
文
を
中
国

政
府
が
読
ま
な
い
こ
と
を
念
じ
て
い

る
！
）
た
だ
し
彼
女
が
開
戦
の
心
配

は
し
て
も
、
検
閲
を
気
に
し
な
い
の

が
、
不
可
解
で
は
あ
る
。

　

香
港
が
中
国
に
返
還
さ
れ
て
以
来
、

私
は
検
閲
覚
悟
で
、
メ
ー
ル
や
カ
ー
ド

を
出
し
て
い
た
。
絶
対
に
反
中
コ
メ
ン

ト
は
書
か
ず
、
敢
え
て
「
日
本
政
府

が
ア
ホ
で
困
る
」
的
な
文
句
を
、
必

ず
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
私
の
本
心
で

も
あ
る
の
で
、
良
心
は
痛
ま
な
い
。

　

こ
の
お
か
げ
か
、
私
か
ら
の
連
絡

は
、
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
彼
女
に
届

い
て
い
る
。

　

さ
て
Ｇ
Ｗ
中
、
我
が
家
の
ラ
ン
チ
に

招
待
し
た
A
新
聞
社
文
化
部
女
性
記

者
が
、
デ
ザ
ー
ト
後
に
真
剣
な
顔
で
私

に
質
問
。「
も
し
戦
争
が
始
ま
っ
た
ら
、

ど
う
さ
れ
ま
す
か
？
」
同
席
し
て
い
た

A
新
聞
嫌
い
の
神
戸
女
学
院
後
輩
が
、

「
田
舎
に
疎
開
用
の
家
を
買
っ
た
ほ
う

が
い
い
か
し
ら
？
」

「
貴
女
方
は
若
い
か
ら
生
き
残
り
た
い

で
し
ょ
う
け
ど
、
来
年
に
古
希
を
迎

え
る
好
き
勝
手
の
人
生
だ
か
ら
、
い

つ
死
ん
で
も
構
わ
な
い
」
と
私
。
実

は
近
頃
、
周
囲
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
マ
ダ

ム
た
ち
の
心
境
も
、
次
の
よ
う
に
開

戦
と
無
縁
で
は
な
い
の
だ
。

①�

太
平
洋
戦
争
の
よ
う
な
大
空
襲
で

は
な
く
、
サ
イ
バ
ー
と
生
物
兵
器
。

そ
し
て
国
内
に
既
に
入
り
込
ん
で

い
る
工
作
員
た
ち
の
カ
ミ
ン
グ
ア

ウ
ト
攻
撃
。

②
米
国
は
あ
て
に
な
ら
な
い
。

③�

で
は
あ
る
が
、
孫
た
ち
は
早
め
に

米
国
に
逃
し
た
い
。

　

最
後
に
私
の
妄
想
を
付
け
加
え
る
。

米
国
と
異
な
り
、
中
国
（
系
）
は
長

期
戦
が
得
意
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
そ

の
好
例
だ
。

　

そ
も
そ
も「
東
京
」と
い
う「
北
京
」

に
似
た
名
称
の
首
都
の
極
東
島
国
な

ん
て
、
中
国
は
「
我
的
」
つ
ま
り
自

分
の
領
土
の
一
部
と
思
い
込
ん
で
は

い
ま
い
か
？　

ま
あ
、
米
国
と
の
緩

衝
地
帯
と
し
て
利
用
で
き
る
の
で
、

わ
ざ
わ
ざ
日
本
を
攻
撃
す
る
必
要
も

な
い
。
そ
の
気
に
な
れ
ば
、
す
ぐ
に

中
国
の
旗
を
立
て
て
、
太
平
洋
進
出

基
地
に
で
き
る
け
ど
、
さ
あ
、
い
つ

に
し
よ
う
か
な
？
そ
の
「
い
つ
」
と

い
う
Ｘ
デ
イ
は
、
南
海
ト
ラ
フ
大
地

震
か
、
富
士
山
噴
火
の
ど
ち
ら
か
早

い
方
で
は
あ
る
ま
い
か
？
自
衛
隊
は

被
災
地
救
援
に
忙
し
く
、
国
中
、
大

パ
ニ
ッ
ク
。

　

I
T
系
は
作
動
せ
ず
、
食
べ
物
、

飲
み
物
、
不
足
が
不
満
を
、
不
安
が

不
信
を
生
む
。

　

そ
ん
な
時
、「
人
道
支
援
」
と
い
う

美
し
い
大
義
名
分
で
大
量
の
物
資
と
と

も
に
人
民
解
放
軍
が
押
し
寄
せ
て
き
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
？　

日
本
政
府
の
対
応

は
、「
安
倍
の
マ
ス
ク
」
が
象
徴
す
る

よ
う
に
ピ
ン
ト
外
れ
で
、
い
つ
も
の
よ

う
に
後
手
後
手
。
気
が
つ
け
ば
、
日
本

国
民
は
、
ア
ホ
な
日
本
政
府
か
ら
解
放

さ
れ
、
好
好
！
中
国
国
民
に
！
も
し
私

が
中
国
政
府
幹
部
な
ら
、
日
本
の
大
災

害
を
想
定
し
、
軍
隊
の
配
置
、
兵
站
、

救
助
物
資
、
輸
送
方
法
を
特
別
部
署

で
検
討
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

　

と
り
あ
え
ず
被
災
者
の
心
は
、
胃

を
満
た
す
こ
と
で
掴
め
る
の
だ
か
ら
。

 

女
心
の
防
衛
論　
「
開
戦
不
安
」
憂
国
論

大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授　

堀ほ
り  

江え  

珠た
ま  

喜き 　

�

（
敬
称
略
）

令
和
５
年
７
月
～
９
月

�

（　

）
は
推
薦
者
名

▽
特
別
会
員
（
４
社
）

　

☆�

林
田
特
殊
鋼
材
㈱

　
　
　

林
田
彰
司�

（
澤
端
正
人
）

　

☆
伊
東
商
事
㈱

　
　
　
永
井
理
豫
子�

（
蛯
原
恵
美
子
）

　

☆
日
本
ボ
デ
ー
パ
ー
ツ
工
業
㈱

　
　
　

小
林
和
弘�

（
倉
智
英
吉
）

　

☆
川
崎
重
工
業
㈱
関
西
支
社

　
　
　

田
坂
秀
樹�

（
倉
智
英
吉
）

▽
普
通
会
員
（
７
名
）

　

前
田
益
明�

（
中
部
谷
高
司
）

　

�

竹
内
俊
隆　

山
中
杏
哉
香

　

沖
村
保
範�

（
以
上
蛯
原
康
治
）

　

巽
敏
記�

（
沖
村
保
範
）

　

古
川
千
波�

（
小
原
ゆ
み
）

　

田
中
和
子�

（
藤
井
千
里
）

新
入
会
員

　

�

（
令
和
５
年
８
月
）

☆�

阪
神
基
地
隊
司
令

�

一
等
海
佐 

黒
田
全
彦

　

※�

吉
田
前
司
令
は
勇
退

新
着
任
幹
部
紹
介

楯じ
ゅ
ん　　
　
滴て

き

　

ス
ポ
ー
ツ
の
力

　

３
月
21
日
W
B
C
で
米
国
と
の

決
勝
戦
の
前
、
大
谷
翔
平
選
手

は
「
憧
れ
て
し
ま
っ
て
は
超
え
ら

れ
な
い
。
僕
ら
は
超
え
る
た
め
に
、

ト
ッ
プ
に
な
る
た
め
に
来
た
の
で
、

き
ょ
う
１
日
だ
け
は
憧
れ
を
捨
て

て
、
勝
つ
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
名
言
を
残
し
、

日
本
を
3
大
会
ぶ
り
の
優
勝
に
導

い
た
。
そ
の
後
の
活
躍
は
歴
史
的

な
快
挙
を
次
々
に
塗
り
替
え
、
野

球
の
記
録
の
み
な
ら
ず
高
い
品
格

を
備
え
た
人
間
性
を
、
日
本
人
の

み
な
ら
ず
世
界
中
の
人
々
に
も
浸

透
し
て
世
界
中
を
明
る
く
し
て
く

れ
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。

　

そ
し
て
日
本
の
多
く
の
ス
ポ
ー

ツ
界
に
新
風
が
巻
き
起
こ
っ
た
。

　

夏
の
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大

会
に
お
い
て
慶
応
高
校
が「
笑
顔
」

と
「
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
」で
１
０
７
年
ぶ
り
に
優
勝
し
、

９
月
10
日
U
－
18
W
杯
で
初
め
て

世
界
一
と
な
っ
た
。

　

ブ
タ
ペ
ス
ト
で
行
わ
れ
た
陸
上

世
界
選
手
権
に
お
い
て
８
月
25
日

女
子
や
り
投
げ
で
北
口
榛
花
選
手

が
史
上
初
め
て
世
界
一
に
輝
き
、

「
自
分
が
万
全
な
準
備
す
れ
ば
し
っ

か
り
結
果
が
出
る
」
と
述
懐
。

　

さ
ら
に
９
月
２
日
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
Ｗ
杯
に
お
い
て
初
め
て
西

欧
チ
ー
ム
を
破
り
、
48
年
ぶ
り
に

パ
リ
五
輪
出
場
権
を
獲
得
し
た

ホ
ー
バ
ス
監
督
は
「
全
員
が
勝
て

る
と
信
じ
な
い
と
勝
て
な
い
」「
信

じ
て
、
信
じ
て
、
信
じ
て
！
」
と
。

　

９
月
10
日
い
よ
い
よ
ラ
グ
ビ
ー

W
杯
が
始
ま
っ
た
。
日
本
の
活
躍

が
楽
し
み
だ
。

　

日
本
の
プ
ロ
野
球
で
は
歴
史
上

初
め
て
阪
神
と
オ
リ
ッ
ク
ス
の
関

西
勢
の
リ
ー
グ
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

特
に
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
岡
田
監
督

は
「
普
通
の
こ
と
を
普
通
に
や
れ
」

と
基
本
に
立
ち
帰
り
、
18
年
ぶ
り

に
「
ア
レ
」
を
果
た
し
た
。

　

そ
し
て
勝
負
に
は
「
先
ず
敵
に

負
け
な
い
態
勢
を
つ
く
れ
。
次
に

敵
に
勝
て
る
チ
ャ
ン
ス
を
待
て
」

（
孫
子
）「
勝
ち
に
不
思
議
の
勝
ち

あ
り
、
負
け
に
不
思
議
の
負
け
な

し
」（
松
浦
静
山
）「
幸
運
の
女
神

は
笑
い
と
謙
虚
を
大
い
に
好
む
」。

そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
は
人

間
を
肉
体
的
に
強
く
す
る
ば
か
り

で
は
な
く
、
心
を
磨
き
、
精
神
も

育
て
る
力
を
持
ち
国
民
に
活
力
を

「日の丸」を揚げましょう！

会員特別価格
 13500円（送料込み）
◎お問い合わせ・お申し込みは

大阪防衛協会事務局まで
（T＆F ０６-６２０２-８２８４へ）

●日 時:11月６日（月）1400~1700
●場所:同志社大学（京都市上京区）
●基調講演演題と講師
  「来年の米大統領選挙を見据えた
      日米同盟の今後」
　加藤洋一氏
　（早稲田大学アジア太平洋研究センター
　　特別センター員）
　•パネル討論
　 村田晃嗣、浅野亮、阿部亮子
　（以上同志社大学）
　 楠綾子（国際日本文化研究センター）
　 山口航（帝京大学）   （予定）
　•聴講無料

関西安全保障セミナー2023
平和・安全保障研究所（RIPS）主催

/同志社大学共催

 ・お申込みは☎06-6202-8284へ

事
務
局
だ
よ
り

与
え
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
る
こ
と
は

最
大
の
抑
止
力
で
も
あ
る
。 

�

（
令
和
５
年
10
月
K
E
）

会
員
増
勢
運
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
ご
協
力
の
お
願
い

　

大
阪
防
衛
協
会
は
、
昭
和
三
十
八
年

（
1
9
6
3
）
一
月
、
北
陸
地
方
一
帯
を

襲
っ
た
豪
雪
に
際
し
、
自
衛
隊
が
出
動

し
、
そ
の
献
身
的
な
働
き
に
感
動
し

た
関
西
経
済
連
合
会
を
中
心
と
す
る

多
く
の
財
界
人
に
よ
っ
て
昭
和
三
十
九

年
二
月
松
下
幸
之
助
氏
を
初
代
会
長

と
し
て
創
設
さ
れ
、
平
成
二
十
六
年
に

五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

 

協
会
は
創
設
以
来
、
P
K
O
・
災

害
派
遣
隊
員
の
激
励
慰
問
、
入
院
患

者
見
舞
い
、
殉
職
隊
員
家
族
弔
問
慰

霊
祭
協
力
、
新
入
隊
員
激
励
、
隊
員

募
集
協
力
等
の
支
援
活
動
を
行
う
他
、

機
関
紙
の
発
刊
、
講
演
会
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開
催
、
音
楽
隊
演
奏
会
の
支

援
、
演
習
等
視
察
見
学
、
体
験
飛
行
・

航
海
、
青
年
部
に
よ
る
防
衛
防
災
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
や
婚
活
活
動
等
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
よ
り
世
界
の
安
全
保
障
情
勢
が

激
変
し
て
い
る
中
、
令
和
４
年
12
月

「
安
全
保
障
３
文
書
」
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

自
衛
隊
は
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
い

環
境
と
条
件
の
中
で
本
来
の
防
衛
任
務

の
他
、
P
K
O
活
動
や
災
害
派
遣
行

動
等
取
り
組
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
協
会
は
さ
ら
に
事
業
を
拡
大
継

続
す
る
と
と
も
に
、「
自
分
の
国
は
自

分
で
守
る
」
と
い
う
気・
・概
を
示
す
手
段

が
当
協
会
の
存
在
と
考
え
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
会
の
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
さ
ら
に
会
員
増
勢
に
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長 

井
上
礼
之

�

（
ダ
イ
キ
ン
工
業
㈱
取
締
役
会
長
）

年
会
費

・特
別
会
員（
法
人
）�

一
口
三
万
円

・賛
助
会
員�

一
口
一
万
円

・普
通
会
員�

一
口
三
千
円

・家
族
会
員�

一
口
二
千
円

※�

ご
入
会
希
望
の
方
、
ご
紹
介
下
さ
る

方
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
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メ
ー
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「
国
を
守
る
気
概
」
示
そ
う
！


